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一
―

一

　少
年
時
代

　平
野
富
二
は
、
幼
名
を
富
次
郎
と
言
い
、
長
崎
の
出
身
。
町
ち
ょ
う

司じ

矢や

次つ
ぐ

豊と
よ
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
の
二
男

で
、
母
は
旧
姓
を
神か

ん

邊べ

、
名
前
を
美み

禰ね

と
称
し
た
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
八
月
十
四
日
、

長
崎
引ひ

き

地ぢ

町ま
ち

に
於
い
て
生
れ
た
。

　数
え
年
三
歳
の
時
、
父
を
亡
く
し
て
、
三
歳
違
い
の
兄
和
一
郎
（
後
に
重
之
助
、
重
平
、

温
威
と
改
名
）
と
、
父
の
死
後
に
生
れ
た
妹
て
い
と
共
に
母
の
手
で
養
育
さ
れ
た
。

　数
え
年
八
歳
の
時
か
ら
長
崎
在
住
の
太
田
寿
吉
に
就
い
て
書
道
を
習
い
、
西
原
良
介
と

仁
木
田
豊
蔵
の
二
人
か
ら
書
読
を
学
ん
だ
。

　安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
一
〇
月
、
数
え
年
十
二
歳
で
長
崎
奉ぶ
ぎ
ょ
う
し
ょ

行
所
の
隠お
ん
み
つ
が
た

密
方
御ご

用よ
う

所し
ょ

番ば
ん

に
任
命
さ
れ
、
一
日
置
き
に
出
勤
し
た
。
休
日
は
西
原
・
仁
木
田
の
二
人
の
師
匠
に
就

い
て
「
論
語
」「
孟
子
」「
大
学
」「
中
庸
」
の
四
書
と
「
詩
」「
書
」「
易
」「
春
秋
」
の
四

経
、
な
ら
び
に
「
日
本
外
史
」
数
巻
の
読
文
指
導
を
受
け
た
。

　こ
れ
が
、
平
野
富
二
の
学
ん
だ
基
礎
学
問
の
概
要
で
あ
る
。

原
文
１ 

「
平
野
富
二
氏
、
幼
名
ハ
富
次
郎
、
長
崎
ノ
士し

人じ
ん

、
矢
次
豊
三
郎
氏
２

ノ
二
男
、
母
ハ
神

邊
氏
、
美
禰
３

ト
称
ス
、
孝
仁
天
皇
弘
化
三
年
丙
午
八
月
十
四
日
４

長
崎
５

ニ
於お
い

テ
生
ル
、

三
歳
６

ニ
シ
テ
孤
７ 

ト
ナ
リ
、
兄
重
平
氏
８

ト
共
ニ
母
氏
ノ
手
ニ
育
ラ
ル
、
八
歳
ノ
時
ヨ

リ
同
地
太
田
壽
吉
翁
９

ニ
従
ヒ
手
跡
ヲ
習
ヒ
、
西
原
良
介
、
仁
木
田
豊
蔵
ノ
両
氏
ニ
従
ヒ

読
書
ヲ
学
ブ
、
十
二
歳
（
安
政
四
年
）
ノ
十
月
ヨ
リ
長
崎
奉
行
所
隠
密
方
御
用
所
番

仰お
お
せ
つ
け
付
ラ
レ
隔
日
出
勤
、
休
暇
ノ
日
ハ
前
記
ノ
二
師
 

ニ
就
キ
四
書
及
ビ
詩
書
易
春
秋
ノ

四
経
并な

ら
びニ
日
本
外
史
若
干
巻
ノ
素そ

読ど
く

ヲ
受
ク
、
是こ
れ

ヲ
同
氏
修
学
ノ
概
略
ト
ス
、」

考
察
・
補
遺

考
察
１

　原
文
に
つ
い
て

　原
文
と
し
た
『
行
状
』
の
原
題
は
、
本
書
の
「
ま
え
が
き
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
長

崎
新し

ん

塾
じ
ゅ
く

活
版
所
東
京
出
店
ノ
顛て
ん
ま
つ末

并な
ら
びニ

継
業
者
平
野
富
二
氏
行
状
」
で
あ
る
。

　そ
の
冊
子
は
、
原
題
の
示
す
通
り
長
崎
新
塾
活
版
所
東
京
出
店
の
顛
末
か
ら
記
述
が
始

め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
平
野
富
二
の
事
績
を
述
べ
る
に
当
っ
て
そ
の
引
用
順
序
を
変

更
し
、
途
中
（
一
〇
ペ
ー
ジ
）
の
「
因
ち
な
み
ニ
記
ス
」
と
し
て
記
述
し
て
あ
る
部
分
か
ら
始
め
る

こ
と
に
し
た
。
こ
の
部
分
に
は
、
平
野
富
二
が
印
刷
事
業
に
関
係
す
る
以
前
の
経
歴
が
他

の
資
料
か
ら
引
用
し
た
形
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、『
印
刷
雑
誌
』（
第
一
巻
、

第
四
号
、
明
治
二
十
四
年
五
月
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
平
野
富
二
君
ノ
履
歴
」（『
履
歴
』）
な
ら

び
に
三
谷
幸
吉
の
編
集
に
な
る
「
本
木
昌
造
・
平
野
富
二
氏
詳
伝
」（『
詳
伝
』）
と
同
じ
記

述
順
序
と
な
る
。

　こ
こ
に
紹
介
す
る
『
行
状
』
の
記
述
内
容
は
、『
履
歴
』
や
『
詳
伝
』
で
も
基
本
的
に

は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
表
現
が
若
干
相
違
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　『
履
歴
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　・「
氏
」
↓
「
君
」、

　
　・「
二
男
」
↓
「
第
二
子
ナ
リ
」、

　
　・「
孝
仁
天
皇
弘
化
三
年
」
↓
「
弘
化
三
年
」、

　
　・「
長
崎
ニ
於
テ
生
ル
」
↓
「
長
崎
ニ
生
ル
」、

　
　・「
母
氏
ノ
手
ニ
育
ラ
ル
」
↓
「
母
氏
ノ
手
ニ
鞠
育
セ
ラ
ル
」、

　
　・「
十
二
歳
（
安
政
四
年
）」
↓
「
安
政
四
年
（
君
時
ニ
十
二
歳
）」。

　『
詳
伝
』
で
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　・「
氏
」
↓
「
君
」、

　
　・「
二
男
」
↓
「
第
二
子
な
り
」、

　
　・「
美
禰
」
↓
「「
峯
」」、

　
　・「
孝
仁
天
皇
弘
化
三
年
丙
午
」
↓
「
弘
化
三
年
（
丙
午
）」、

　
　・「
長
崎
ニ
於
テ
生
ル
」
↓
「
長
崎
に
生
る
」、

　
　・「
三
歳
ニ
シ
テ
孤
ト
ナ
リ
」
↓
「
同

　五
年
（
三
歳
）
父
を
失
ひ
」、
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中
旬
に
活
字
を
携
え
て
上
京
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
僅
か
に
二
ヶ
月
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
単
な
る
活
字
販
売
を
目
的
と
し
た
大
阪
経
由
の
上
京
で
あ
る
と
は
考

え
難
い
。

　平
野
富
二
の
出
張
の
主
た
る
目
的
は
、
そ
の
前
後
の
状
況
を
考
え
る
と
、
次
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　①
本
木
昌
造
は
、
東
京
で
文
部
省
か
ら
任
命
さ
れ
た
大
学
活
板
御
用
掛
の
役
目
を
自
分

　
　に
代
わ
っ
て
果
さ
せ
る
た
め
、
東
京
に
派
遣
す
る
人
選
を
行
っ
た
。
平
野
富
次
郎
は
、

　
　本
木
昌
造
の
意
を
受
け
て
大
阪
活
版
所
に
立
ち
寄
り
、
小
幡
正
蔵
の
東
京
派
遣
を
伝

　
　達
す
る
。

　②
東
校
構
内
に
借
用
し
た
場
所
に
活
版
所
を
設
立
す
る
た
め
、
印
刷
業
務
に
必
要
な
活

　
　字
・
印
刷
機
・
そ
の
他
の
道
具
類
を
長
崎
か
ら
携
行
す
る
。

　③
芝
口
活
版
所
計
画
の
中
止
を
協
力
者
に
説
明
し
、
諒
解
を
得
る
。

　④
余
分
に
活
字
を
携
行
し
、
一
般
の
需
要
者
に
販
売
し
て
、
活
字
の
製
造
販
売
が
事
業

　
　と
し
て
成
り
立
つ
か
ど
う
か
試
し
て
み
る
。

補
遺
２

　平
野
富
次
郎
の
肖
像
写
真

　こ
の
東
京
出
張
か
ら
長
崎
に
戻
る
際
に
、
東
京
で
撮
影
し
た
と
見
ら
れ
る
平
野
富
次
郎

の
肖
像
写
真
が
平
野
家
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
写
真
に
写
さ
れ
た
平
野
富
次
郎
は
、
月さ

か

代や
き

を
剃
ら
ず
に
丁
ち
ょ
ん
ま
げ髷
を
結
い
、
帯
刀
し
た

姿
は
、
未
だ
若
々
し
い
。
防
寒
の
た
め
、
首
に
柄
物
の
布
を
巻
き
、
手
首
に
は
手て

っ

甲こ
う

を
当

て
、
羽
織
を
纏
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寒
い
時
期
の
旅
立
ち
で
あ
る
こ
と
を
想
わ
せ
る
。

恐
ら
く
東
京
で
の
用
事
を
済
ま
せ
、
長
崎
に
向
け
て
出
立
す
る
直
前
に
東
京
で
記
念
撮
影

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　因
み
に
、
長
崎
に
帰
着
し
た
と
見
ら
れ
る
一
一
月
一
日
は
、
太
陽
暦
で
一
二
月
一
二
日

に
相
当
す
る
。

補
遺
３

　杉
山
徳
三
郎
と
の
接
触

　平
野
富
二
の
金
銀
銭
出
納
帳
（
考
察
３
）
の
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
一
月
一
九
日
の

項
に
、「
金
貮
拾
貮
両
を
東
京
表
に
て
借
用
」
し
た
と
あ
る
文
中
の
「
杉
山
」
と
は
、
杉

山
徳
三
郎
の
こ
と
と
見
ら
れ
る
。

　こ
の
人
は
、
第
一
章
一
│

一
の
補
遺
１
を
始
め
と
し
て
本
書
の
各
所
に
出
て
く
る
が
、

平
野
富
次
郎
と
は
長
崎
製
鉄
所
の
機
関
方
時
代
に
同
僚
で
あ
り
、
養
子
先
吉
村
家
と
は
親

戚
関
係
に
あ
り
、
ま
た
、
第
六
章
の
六
│

二
で
述
べ
る
横
浜
製
鉄
所
で
共
同
経
営
を
行
な

う
こ
と
に
な
る
人
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
す
で
に
東
京
に
出
て
い
た
杉
山
徳
三
郎
と
接
触
し

て
い
た
こ
と
が
判
る
。

補
遺
４

　活
字
の
販
売

　明
治
五
年
（
一
八
九
二
）
二
月
に
新
街
私
塾
か
ら
刊
行
さ
れ
た
小
冊
子
『
新
塾
餘
談

　

初
編
一
』
の
巻
末
に
、

　「

　
　口
上

　
　此
節
雛
形
の
通
活
字
成
就
い
た
し
片
仮
名
平
仮
名
と
も
大
小
數
種
有
之
候
間

　
　御
望
の
御
方
へ
ハ
相
拂
可
申
右
の
外
字
體
大
小
等
御
好
の
通
製
造
出
来
申
候

　
　
　壬
申
（
明
治
五
年
）
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　崎
陽

　新
塾
活
字
製
造
所

　」

と
云
う
記
事
が
あ
り
、
続
い
て
、
初
号
か
ら
五
号
ま
で
の
明
朝
体
活
字
を
用
い
た
印
字
見

本
と
代
価
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
広
告
文
は
、
活
字
を
一
手
占
有
す
る
と
云
う
本
木
昌
造
の
従
来
の
方
針
を
改
め
、

世
間
一
般
に
販
売
す
る
こ
と
に
し
た
平
野
富
次
郎
に
よ
る
経
営
改
革
活
動
の
一
環
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
東
京
で
活
字
販
売
の
成
功
と
事
業
化
の
見
通
し
を
得
た
こ
と
が
、
本
木

昌
造
と
協
力
者
の
方
針
を
変
更
さ
せ
、
こ
の
よ
う
な
活
字
販
売
の
広
告
を
出
す
に
至
っ
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。

四
―

二

　大
学
御
用
活
版
所
の
開
設

　本
木
昌
造
は
、
上
京
中
の
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
六
月
に
大
学
・
東
校
・
南
校
の
活

字
御
用
掛
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
大
阪
に
派
遣
し
て
い
た
社
員
小
幡
正
蔵
を
東

京
に
転
勤
さ
せ
、
東
京
で
雇
っ
た
大
坪
本
左
衛
門
の
協
力
を
得
て
、
先
に
大
学
か
ら
借
用

認
可
を
受
け
た
神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
前
の
道
路
に
面
し
た
東
校
構
内
に
大
学
活
字
御
用

活
版
所
を
開
か
せ
た
。

　平
野
富
二
は
、
本
木
昌
造
の
意
を
帯
し
て
大
阪
経
由
で
上
京
し
、
大
学
活
字
御
用
活
版

所
の
開
設
に
一
役
を
担
っ
た
。

（ 

原
注
：
や
が
て
文
部
省
直
属
の
文
部
省
活
版
所
が
設
立
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
活
版
所
は
小
幡
活
版
所

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
坪
本
左
衛
門
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。）

原
文
１

　「此
年
文
部
省
御
用
２

ニ
付
小
幡
正
藏
３

ヲ
東
京
ニ
遣
ハ
シ
、
大
坪
本
左
衛
門
氏
ト
謀

四－二　大学御用活版所の開設

図 4－1　平野富次郎の肖像写真

　本図は、平野家に所蔵されている肖像写
真である。撮影年月は記載されていないが、
台紙に印字されている刻印は「A.Morikawa 
TOKYO」である。
　上京した記念として、長崎に帰る直前に撮
影したと見られる。

　本図は、新街私塾から刊行された『新塾餘談　初編一』の巻末
に掲載された長崎新塾活字鋳造所の活字見本（価格付き）である。
　平野富二が同所に入所してから、従来の方針を変更し、一般の
活字需要者に価格を付して活字を販売することにした最初の行動
が、ここに現われている。
　しかし、『新塾餘談』の読者は、殆どが本木昌造の塾生と見ら
れることから、広告の範囲はごく限られていたと推察される。

図 4－2　『新塾餘談　初編一』の活字販売広告
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　幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
折
々
の
横
浜
製
鉄
所
・
石
川
口
製
鉄
所
の
様
子
を
撮
影
し
た

写
真
が
數
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）

頃
の
石
川
口
製
鉄
所
の
様
子
を
示
す
写
真
を
図
８
│

14
に
示
す
。
こ
の
写
真
は
製
鉄
所
の

東
南
に
あ
る
山
手
の
高
台
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
、
図
８
│

15
で
示
し
た
銅
版
画
と
は
反

対
の
方
角
か
ら
眺
め
た
こ
と
に
な
る
。
岸
壁
に
荷
揚
げ
用
の
ク
レ
ー
ン
が
見
え
る
。
先
の

方
に
流
れ
る
大
岡
川
の
右
手
は
関
内
で
、
外
国
資
本
の
大
形
建
物
が
並
ん
で
い
る
。

補
遺
４

　石
川
口
製
鉄
所
の
工
場
絵
図
と
写
真

　当
時
の
石
川
口
製
鉄
所
の
様
子
を
描
い
た
銅
版
画
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
紹

介
す
る
。

　製
鉄
所
の
表
門
は
、
図
８
│

３
で
示
し
た
配
置
図
で
は
大
岡
川
に
架
か
る
製
鉄
所
専
用

の
板
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
七
月
、
大
岡
川
の
下

流
に
吉
濱
橋
（
木
製
）
が
架
設
さ
れ
、
製
鉄
所
の
創
業
当
初
か
ら
あ
っ
た
板
橋
が
撤
去
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
、
表
門
は
銅
版
画
に
示
す
よ
う
に
吉
濱
町
側
に
移
さ
れ
た
。

補
遺
５

　平
野
富
二
と
職
員
の
集
合
写
真

　石
川
口
製
鉄
所
の
従
業
員
は
、
横
浜
製
鉄
所
が
横
須
賀
海
軍
造
船
所
附
属
の
機
械
製
造

工
場
と
な
っ
て
か
ら
約
一
年
後
に
平
野
富
二
が
借
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
横

須
賀
製
鉄
所
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
て
い
た
職
員
を
除
い
て
、
恐
ら
く
殆
ど
の
人
員
を
そ
の

ま
ま
継
承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　平
野
富
二
を
中
心
に
し
た
石
川
口
製
鉄
所
職
員
の
集
合
写
真
が
三
谷
幸
吉
の
『
詳
伝
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
転
載
す
る
。

補
遺
６

　石
川
口
製
鉄
所
の
製
造
品

　石
川
口
製
鉄
所
の
製
造
品
に
つ
い
て
は
、
横
須
賀
造
船
所
か
ら
受
注
す
る
艦
船
用
機

械
・
器
具
類
を
中
心
に
、
先
の
新
聞
広
告
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
他
一
般
か
ら
の
船
舶
用

お
よ
び
陸
用
の
蒸
気
機
関
と
ボ
イ
ラ
、
そ
の
他
諸
機
械
類
の
新
規
製
造
な
ら
び
に
修
繕
を

注
文
生
産
す
る
と
し
て
い
る
。

　石
川
口
製
鉄
所
で
実
際
に
製
造
し
た
製
品
に
つ
い
て
、
そ
の
幾
つ
か
を
諸
記
録
に
基
づ

い
て
紹
介
す
る
。

　佐
賀
物
産
会
社
か
ら
受
注
し
た
製
紙
機
械
に
つ
い
て
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
一

二
月
二
八
日
付
の
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
よ
る
と
、

　「
大
隈
参
議
及
び
佐
野
大
蔵
卿
に
ハ
一
昨
日
午
前
九
時
十
五
分
新
橋
発
の
汽
車
に
て

　
　横
浜
な
る
石
川
口
製
鉄
所
へ
赴
か
れ
新
製
の
諸
機
械
試
し
運
転
を
一
覧
せ
ら
れ
た

　
　る
よ
し
聞
く
所
に
拠
れ
ば
該
製
鉄
所
ハ
元
来
海
軍
省
の
所
轄
な
り
し
が
本
年
一
月

　
　の
頃
府
下
石
川
嶋
造
船
所
の
平
野
富
二
氏
へ
貸
渡
さ
れ
し
よ
り
僅
か
一
ヶ
年
を
出

　
　で
ず
し
て
暗
車
及
び
外
車
の
大
小
蒸
汽
船
の
機
械
を
始
め
陸
用
諸
機
械
其
他
汽

　
　鑵
類
数
多
を
製
造
し
就

な
か
ん
づ
く中

長
崎
県
下
佐
賀
物
産
会
社
の
注
文
に
て
製
造
し
た
る
紙

　
　漉
機
械
并
に
汽
鑵
ボ
ロ
煮
鑵
等
ハ
頗
る
精
巧
に
し
て
参
議
卿
其
他
来
観
の
諸
君
に
も

　
　大
に
賞
賛
さ
れ
し
と
又
た
其
の
機
械
ハ
西
洋
形
に
し
て
其
製
造
す
る
紙
ハ
我
国
尋

　
　常
の
紙
種
を
用
ひ
美
濃
紙
或
ハ
半
紙
等
一
日
に
凡
そ
一
噸
位
を
製
造
し
得
る
も
の

　
　に
し
て
此
紙
ハ
広
く
海
外
へ
輸
出
す
る
の
見
込
み
な
り
と
云
ふ
」

　神
奈
川
県
か
ら
受
注
し
た
都
橋
は
、
石
川
口
製
鉄
所
で
製
作
さ
れ
、
明
治
一
五
年
（
一

八
八
二
）
九
月
に
起
工
さ
れ
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月
に
竣
工
し
て
い
る
。
詳
細

は
第
九
章
九
│

一
三
の
補
遺
２
で
述
べ
る
。

　ま
た
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
、
横
浜
正
金
銀
行
と
第
二
国
立
銀
行
か
ら
金

庫
を
受
注
し
、
納
入
し
て
い
る
。
詳
細
は
第
一
〇
章
一
〇
│

七
の
補
遺
５
で
述
べ
る
。

　こ
の
他
に
、
第
七
章
七
│

九
の
補
遺
４
で
紹
介
し
た
富
岡
製
糸
場
や
上
州
・
信
州
地
方

の
機
械
製
糸
業
者
向
け
に
製
造
し
た
蒸ボ

イ

ラ

気
汽
鑵
も
、
石
川
口
製
鉄
所
の
製
品
で
あ
る
と
見

ら
れ
る
。

八－九　横浜石川口製鉄所の開設

　本
図
は
、
神
奈
川
県
立
博
物
館
編
『
横
浜
銅
版
画
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
石
川
口
製
鉄
所
の
絵

図
で
あ
る
。

　図
８

－

３
の
配
置
図
と
比
較
す
る
と
、
方
位
が
逆
で
、
や
や
変
形
さ
れ
て
は
い
る
が
、
工
場
の

様
子
が
細
部
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
表
門
の
門
柱
に
「
石
川
口
製
鉄
所
」
の
表

札
が
掛
け
ら
れ
、
そ
の
傍
ら
に
人
力
車
が
待
機
し
て
い
る
。
構
内
で
は
組
立
移
動
式
レ
ー
ル
を
用

い
て
ボ
イ
ラ
ー
を
人
力
で
移
動
さ
せ
て
い
る
。

図8－14　石川口製鉄所の写真

図 8－16　石川口製鉄所の職員集合写真

図 8－15　石川口製鉄所の全景絵図

　本図は『幕末・明治のおもしろ写真』に掲載されている写真の一部分である。
　製鉄所専用の板橋はすでに撤去され、その下流側に吉浜橋が架けられてい
ることから、明治15年頃に撮影されたものと見られる。

　本図は、三谷幸吉の『詳伝』に掲載されている写真である。
　前列中央で帽子を手にしているのが平野富二で、洋服姿の二人を
除いて他は和服姿で木履を履いている姿は、その時代を象徴してい
る。
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　東
京
府
で
は
、
本
格
的
な
鉄
製
橋
の
架
設
が
計
画
さ
れ
、
同
年
一
一
月
、
鉄
製
橋
「
吾

妻
橋
」
が
起
工
さ
れ
た
。
こ
の
鉄
製
橋
の
鉄
部
製
造
を
石
川
島
造
船
所
で
請
負
う
こ
と
に

な
る
が
、
詳
細
は
第
一
三
章
の
一
三
│

六
で
述
べ
る
。

補
遺
４

　東
京
石
川
島
平
野
造
船
所
の
商
標

　こ
の
年
、
石
川
島
平
野
造
船
所
は
商
標
を
制
定
し
、
登
録
し
た
。

　新
し
く
制
定
し
た
商
標
は
『
中
外
物
價
新
報
』（
明
治
一
八
年
七
月
七
日
）
に
掲
載
さ
れ
た

広
告
に
初
め
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
商
標
は
、
丸
の
中
に
「
Ｈ
」
と
「
Ｔ
」
を
組
み
合
わ
せ
た
文
字
を
配
置
し
て
お
り
、

当
時
、
イ
ギ
リ
ス
人
御
雇
技
師
（
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
キ
ン
グ
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。）
の
発
案
で
、

平
野
富
二
の
頭
文
字
Ｈ
と
Ｔ
を
図
案
化
し
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　周
囲
を
囲
む
丸
は
、
左
内
面
に
突
起
を
持
た
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
東
京
築
地
活
版
製

造
所
の
商
標
と
共
通
す
る
も
の
で
、
社
祖
で
あ
る
本
木
昌
造
が
本
木
家
の
正
式
紋
章
と
は

別
に
本も

と

木ぎ

の
「
も
」
の
字
を
図
形
化
し
、
自
分
の
紋
章
と
し
た
も
の
に
由
来
し
て
い
る
。

　従
来
は
社
名
を
「
東
京

　石
川
島
造
船
所
」
と
表
記
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
創
業

当
初
の
一
時
期
用
い
て
い
た
「
石
川
島

平

　野
造
船
所
」
と
類
似
の
「
東
京
石
川
島

　平
野
造
船

所
」
と
な
っ
た
。

　本
木
昌
造
の
マ
ー
ク
を
織
り
込
ん
だ
商
標
の
系
譜
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　図
に
示
し
た
マ
ー
ク
の
内
、
B
に
つ
い
て
は
第
一
一
章
一
一
│

一
の
補
遺
２
で
示
し
た
。

ま
た
、
E
に
つ
い
て
は
第
八
章
八
│

六
の
補
遺
３
で
示
し
た
。
な
お
、
C
と
D
に
つ
い
て

は
第
一
三
章
一
三
│

一
二
の
補
遺
２
で
述
べ
る
。

補
遺
５

　石
川
島
造
船
所
構
内
で
の
建
物
新
築
・
増
築

　明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
二
月
五
日
、
平
野
富
二
は
海
軍
省
調
度
局
に
宛
て
て
石
川

島
造
船
所
構
内
に
自
費
で
鋳
造
場
・
木
型
置
場
・
浴
室
を
各
一
棟
新
設
す
る
た
め
、
配
置

図
面
を
添
え
て
許
可
申
請
を
し
た
。

　願
書
の
記
述
と
添
付
図
面
に
よ
る
と
、

　・
鋳
造
場
は
、
木
製
煉
瓦
壁
の
間
口
六
間
×
奥
行
九
間
で
、
二
間
×
二
間
半
の
下
屋
が

　
　附
属
し
て
お
り
、
既
存
の
鋳
造
場
に
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
る
。

図12－12　平野造船所の新商標

　本図は、『中外物價新報』（現在の『日
本経済新聞』）に掲載された広告で、明
治 18年（1885）7月 7日から断続的に
掲載されている。
　この広告で、初めて新しい商標が用
いられた。

図 12－13　商標の系譜

（A）本木昌造の個人紋章で、長崎新街私塾で用いられた。
（B）明治10年発行の「BOOK OF SPECIMEN」に表示さ
　　れた築地活版所の社標で、明治 17年の新聞広告にも
　　掲載されている。
（C）大阪活版製造所の明治 18年登録商標で、中心部に
　　（A）のマークが見られる。
（D）築地活版製造所の登録商標で、明治 19年の新聞広告
　　から見られる。
（E）平野富二と稲木嘉助の所有船通快丸の旗章で、明治11

　　年に届出ている。
（F）東京石川島平野造船所の商標で、（B）・（D）の外周円
　　から内周細線を除いている。

（A）

（B）

（C）

（D）

（E）

（F）


